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多数のプロセス値を網羅的に監視する異常予兆検知の検知アルゴリズムにおいて、プロセス値の疑似相関

の学習による誤検知発生を防止するため、技術者の知識を容易に取り込める仕組みを構築し検証した。 
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1. 緒言 

原子力発電所において、プラントの性能と様々なシステムの健全性を監視するために、何千ものプロセス

値が測定されている。運転員が全てのプロセス値を常時監視することは困難である。そこで、多数のプロセ

ス値を同時に監視し、未知の事象を含めた異常予兆を、少ない誤検知で早期に検知可能にすることを目的に、

深層学習をベースとした検知アルゴリズムを開発している（２段階オートエンコーダ[1]）。 

2. 検知アルゴリズムの改良 

現実のプロセスデータにおいては、互いに物理的な因果関係の無いプロセス値が、偶然類似した変動傾向

を示すことがある（図１、疑似相関）。検知アルゴリズムが疑似相関を学習することで、監視期間においてプ

ロセス上は関係の無いプロセス値の予測値まで一緒に変動し（誤連動）、誤検知の原因となる。学習期間のプ

ロセスデータからは物理的関係の有無は分からない。そこで次の改良を行った。①技術者が、監視対象とす

る全プロセス値を、検知アルゴリズムがお互いの関係性を学習する物理相関 Gr と、学習しない単独監視 Gr

に分類する。②アルゴリズムは分類を反映して学習する。この単純な２分類化によって、設計情報と技術者

の知識を、技術者が容易に取り込めるようにした。 

3. 改良効果の確認 

3,100 のアナログプロセス値を持つ 1,100 MW の沸騰水型原子炉のシミュレーションデータで検証した。疑

似相関の学習が防止でき、誤連動による誤検知が無くなり、検知性能が向上することが確認できた（図２）。  
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図 2. 改良前後でのプロセス値と予測値の例 図 1. 疑似相関による予測値の共連れ 
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